
（２）県民主体の保護回復活動が期待される希少野生植物（３５種：67.3％）

【指定希少野生植物】

ツツザキヤマジノギク ヤ マ タ バ コ

ハ ナ ノ キ

カ ザ グ ル マ

コ マ ウ ス ユ キ ソ ウ

シ ラ ネ ア オ イ

【特別指定希少野生植物】

　　　（注）里山：一般的には、農林業などの人の営みによって形成された二次林を指すが、

ア ツ モ リ ソ ウ

【特別指定希少野生植物】

ツ ク モ グ サ コ マ ウ ス ユ キ ソ ウ

ホ ソ バ ノ シ バ ナ

ク マ ガ イ ソ ウ

（３）本県を代表する高山植物

ヒ メ シ ャ ガ

ツ キ ヌ キ ソ ウタ ヌ キ マ メ

ベニバナヤマシャクヤク サ ク ラ ソ ウ シ ラ ヒ ゲ ソ ウ

セ ン ジ ョ ウ デ ン ダ オ キ ナ グ サ

エ ン ビ セ ン ノ ウ ヤ マ シ ャ ク ヤ ク

キ ン ラ ン

（４）比較的個体数は多いが、急激な減少を見せている希少野生植物

【指定希少野生植物】

ヤ マ シ ャ ク ヤ ク サ ク ラ ソ ウ サ サ ユ リ

ヤ マ ユ リ

１

【指定希少野生植物】

ヤ マ ユ リ

　　　　　ここでは、人里周辺の森林、草地、湿地及び河川などを含む自然環境を総称して

ミ カ ワ バ イ ケ イ ソ ウ サ サ ユ リ

ト キ ソ ウ ヤクシマヒメアリドオシラン カ ヤ ラ ン

ユ ウ シ ュ ン ラ ンモ ミ ラ ン

ヒ メ シ ャ ガ

コ ア ツ モ リ ソ ウ サ ギ ソ ウ

　　　　　表現している。

サ ギ ソ ウ

ミ ズ チ ド リ ト キ ソ ウ ヤクシマヒメアリドオシラン

カ ヤ ラ ン

キバナノアツモリソウ

カ ザ グ ル マ

キ ン ラ ン

ク マ ガ イ ソ ウ

タ デ ス ミ レ

ホ テ イ ア ツ モ リ

ウ ロ コ ノ キ シ ノ ブ

イ ワ チ ド リ

シ ラ イ ト ソ ウ

ヤ マ ユ リ ハ ナ ゼ キ シ ョ ウ

ア ツ モ リ ソ ウ

ウ ラ シ マ ソ ウ

サ サ ユ リ

ル リ ソ ウ

ホ ソ バ ノ シ バ ナ

ミ カ ワ バ イ ケ イ ソ ウ

ハ ナ ノ キ

ヤ マ タ バ コ

ツツザキヤマジノギク

サ ク ラ ソ ウ タ ヌ キ マ メ

エ ン ビ セ ン ノ ウオ キ ナ グ サ

ヤ マ シ ャ ク ヤ ク

【特別指定希少野生植物】

ヤ シ ャ イ ノ デ ウ ロ コ ノ キ シ ノ ブ ツ ク モ グ サ

ト ガ ク シ ソ ウ タ デ ス ミ レ シ ナ ノ コ ザ ク ラ

　　指定希少野生植物：５２種　　うち特別指定希少野生植物：１４種

（１）＊里山に生育する希少野生植物（３３種：63.5％）

１　指定種（案）の概要

ミ ズ チ ド リ



２　指定種及び指定理由

：特別指定希少野生植物

２

山地帯の沢すじに生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、
その個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に
緊急に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

亜高山帯に生育する日本唯一の産地のもので、園芸を目的とした採取
圧により、個体数が既に著しく少なく、特に保護を図る必要があるた
め。

8

9

整理
番号

1

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保護
を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、開発行為により、その個体の生育地の消滅又
は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により個体数が著し
く減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

高山帯に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により個体数が特
に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保護を図
る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

指定理由（案）

亜高山帯に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、
その個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるた
め。
また、県民主体の保護回復活動が行われており、今後も期待されるた
め。

2

3

4

5

6

7
ツ ク モ グ サ
( 65 / CR )

シ ラ ネ ア オ イ
(192 / VU )

ト ガ ク シ ソ ウ
( 66 / CR )

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)

山地帯から亜高山帯にかけて生育するもので、園芸を目的とした採取
圧により、その個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要
があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

山地帯に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体
数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保
護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

セ ン ジ ョ ウ デ ン ダ
( 59 / CR )

ヤ シ ャ イ ノ デ
( 59 / CR )

ト ヨ グ チ ウ ラ ボ シ
( 61 / CR )

ウ ロ コ ノ キ シ ノ ブ
( 62 / CR )

カ ザ グ ル マ
(139 / EN )

オ キ ナ グ サ
( 140 / EN )



３

整理
番号

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)

指定理由（案）

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が減少しつつあり、かつ、開発行為により、その個体の生育地の消滅
又は環境の悪化が懸念されるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

山地帯から亜高山帯にかけて生育する日本固有種で、園芸を目的とし
た採取圧により、その個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危
険性が高く、特に緊急に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

山地帯の岩場に生育する日本固有種で、個体数が既に少なく、かつ、
園芸を目的とした採取圧により個体数が減少しつつあり、特に保護を
図る必要があるため。

亜高山帯から高山帯にかけて生育する日本固有種で、個体数が既に少
なく、かつ、園芸を目的とした採取圧により個体数が減少しつつあ
り、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育する長野県固有種で、園芸を目的とした採取圧により、そ
の個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊
急に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

16

17

18

12

13

14

15

10

11

シ ナ ノ コ ザ ク ラ
(146 / EN )

コ イ ワ ザ ク ラ
( 76/ CR )

ク モ イ コ ザ ク ラ
( 76 / CR )

シ ラ ヒ ゲ ソ ウ
(198 / VU )

ヤ マ シ ャ ク ヤ ク
(195 / VU )

ベニバナヤマシャクヤク
( 69 / CR )

タ デ ス ミ レ
( 71 / CR )

サ ク ラ ソ ウ
(196 / VU )

エ ン ビ セ ン ノ ウ
(142 / EN )

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が減少しつつあり、かつ、草刈り場の減少等により、その個体の生育
地が著しく消滅しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

山地帯から亜高山帯にかけて生育する日本固有種で、園芸を目的とし
た採取圧により、その個体数が減少しつつあり、かつ、開発行為によ
り、その個体の生育地の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を
図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高いため。



４

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)

指定理由（案）

里山に生育する長野県固有種で、一部の市町村の天然記念物に指定さ
れているが、開発行為及び川原の管理放棄により、その個体の生育地
の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

高山帯に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧及び踏みつ
けにより、その個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が
高く、特に緊急に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育する日本固有種で、開発行為により、その個体の生育地の
消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、既に個体数が少なく、かつ、踏みつけ及び開
発行為により、その個体の生育地の消滅又は環境の悪化が懸念され、
特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。
（備考）レッドデータブックでは絶滅種として掲載されているもので、最近
新たに発見された。

山地帯から亜高山帯にかけて生育するもので、園芸を目的とした採取
圧により、その個体数が減少しつつあり、特に保護を図る必要がある
ため。
また、県民から保護の要請が高いため。

ヒ メ カ イ ウ
(169 / EN )

里山に生育する日本固有種で、開発行為により、その個体の生育地の
消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が著しく減少しつつあり、かつ、開発行為により、その個体の
生育地の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要がある
ため。

山地帯に生育する日本唯一の産地のもので、その自生地の一部が県の
天然記念物に指定されているが、開発行為により、その個体の生育地
の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、開発行為により、その個体の生育地の消滅又
は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

24

25

26

27

20

21

22

23

19

整理
番号

ツツザキヤマジノギク
( 94 / CR )

コ マ ウ ス ユ キ ソ ウ
( 96 / CR )

ヤ マ タ バ コ
( 97 / CR )

ホ ソ バ ノ シ バ ナ
( 53 / EX )

タ ヌ キ マ メ
( 79 / CR )

ハ ナ ノ キ
(201/ VU )

ル リ ソ ウ
(154 / EN )

ツ キ ヌ キ ソ ウ
(161 / EN )



５

整理
番号

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)

指定理由（案）

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が著しく減少しつつあり、かつ、開発行為により、その個体の
生育地の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要がある
ため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保護
を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

シ ラ イ ト ソ ウ
(115 / CR )

ミ カ ワ バ イ ケ イ ソ ウ
(116 / CR )

里山に生育する日本固有種で、開発行為により、その個体の生育地の
消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育する日本固有種で、開発行為により、その個体の生育地の
消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

ウ ラ シ マ ソ ウ
(212 / VU )

36

32

33

34

35

28

29

30

31

コ ア ツ モ リ ソ ウ
(120 / CR )

ア ツ モ リ ソ ウ
(120 / CR )

サ サ ユ リ
(250 / NT )

ヤ マ ユ リ
(249 / NT )

ハ ナ ゼ キ シ ョ ウ
(116 / CR )

ヒ メ シ ャ ガ
(218 / VU )

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。



６

整理
番号 指定理由（案）

亜高山帯の草地に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、
その個体数が減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により個体数が特に
著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保護を図る
必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、かつ、開発行為により、その個体の生育地
の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急
に保護を図る必要があるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急
に保護を図る必要があるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、かつ、開発行為により、その個体の生育地
の消滅又は環境の悪化が懸念され、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に保護
を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、今後、県民主体の保護回復活動が
期待されるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。
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イ ワ チ ド リ
(116 / CR )

ミ ズ チ ド リ
(219 / VU )

キ ン ラ ン
(180 / EN )

ト キ ソ ウ
(220 / VU )

ヤクシマヒメアリドオシラ
ン
(184 / EN )

ク マ ガ イ ソ ウ
(120 / CR )

サ ギ ソ ウ
(123 / CR )

ホ テ イ ア ツ モ リ
(121 / CR )

キバナノアツモリソウ
(181 / EN )

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)



７

整理
番号

種　　名
(RDB掲載ページ・カテゴリー)

指定理由（案）

亜高山帯に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個
体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に緊急に
保護を図る必要があるため。

里山に生育するもので、園芸を目的とした採取圧により、その個体数
が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。
また、県民から保護の要請が高く、かつ、県民主体の保護回復活動が
行われており、今後も期待されるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。

里山に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、その
個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要があるため。

亜高山帯に生育する日本固有種で、園芸を目的とした採取圧により、
その個体数が特に著しく減少しつつあり、絶滅の危険性が高く、特に
緊急に保護を図る必要があるため。

山地帯から亜高山帯に生育するもので、園芸を目的とした採取圧によ
り、その個体数が著しく減少しつつあり、特に保護を図る必要がある
ため。

亜高山帯の湿原に生育するもので、その自生地の一部が国の天然記念
物に指定されているが、踏みつけによる個体数の減少が懸念され、特
に保護を図る必要があるため。
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モ ミ ラ ン
(122 / CR )

ユ ウ シ ュ ン ラ ン
(119 / CR )

キリガミネアサヒラン
(121 / CR )

カ ヤ ラ ン
(126 / CR )

ホ テ イ ラ ン
(119 / CR )

サ ワ ラ ン
(121 / CR )

ヒ メ ホ テ イ ラ ン
(119 / CR )


